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来
週
月
曜

（２６
日
）
、
よ
う
や
く

臨
時
国
会
が
召
集
さ
れ
、
菅
政
権
で

の
本
格
的
な
論
戦
が
始
ま
る
。
法
案

は
少
な
い
も
の
の
、
見
過
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の
通
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国
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で
政
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党
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を
断
念
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， 一
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「種
蘭
法
改
正
案
」
の
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審
議
が
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再
び
行
わ
れ
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の
だ
。
女
優

。
柴
咲
コ
ウ

・
一
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が
∧
自
家
採
取
禁
止
。
こ
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の
ま
ま
で
は
日
本
の
農
家
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さ
ん
が
窮
地
に
立
た
さ
れ

一
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て
し
ま
い
ま
す
。
ア
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他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ

・
一
●
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ん
。
自
分
た
ち
の
食
卓
に
直
結
す
る

こ
と
で
す
∨
と
ツ
イ
ー
ト
し
た
あ
の

法
案
。
与
党
は

「今
回
こ
そ
は
成
立
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さ
せ
る
」
と
意
気
込
ん
で
い
る
。

法
案
は
、
ブ
ラ
ン
ド
農
産
品
の
苗

木
な
ど
を
海
外
に
持
ち
出
す
こ
と
を

規
制
す
る
目
的
だ
が
、
「登
録
品
種
」

を
使

っ
て
自
家
増
殖
す
る
こ
と
も
禁

じ
ら
れ
る
の
で
、
反
対
し
て
い
る
農

家
も
少
な
く
な
い
。
グ
ロ
ー
バ
ル
企

業
に
よ
る
種
の
独
占
を
招
く
懸
念
も

あ
る
。

そ
ん
なヽ
中
、
こ
の
問
題
を
広
く
考

え
て
も
ら
い
た
枠
と
、
農
家
の
現
場

の
声
を
拾
い
集
め
た
ド
キ

ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画

「タ
ネ
は
誰
の
も
の
」
が

製
作
さ
れ
た
。
監
督
は
原
村
政
樹
氏
、

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は
山
田
正
彦
元
農

相
だ
。
臨
時
国
会
に
合
わ
せ
、
今
月

譴
日
に
東
京

。
日
比
谷
で
完
成
披
露

上
映
会
、
菫
月
１
日
か
ら
オ
ン
ラ
イ

ン
配
信
が
ス
タ
ー
ト
。

１１
月
中
旬
に

は
都
内
の
映
画
館
で
の
上
映
も
予
定

さ
れ
て
い
る
。

拙
速
な
法
案
成
立
は
許
さ
れ
な

い
。
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映画「タネは誰のもの」から
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